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潮田西部地区社会福祉協議会は去る、5月18日〔金〕19:30より、潮田地域

ケアプラザにて29年度「定期総会」を開催し、地域における様々な福祉問題

の解決と、地域福祉発展のために地域の皆さんと活動を推進する事を総会で

話し合い決定しました。
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去る6月13日0拘地域住民の親睦交流事業として、

水戸あじ寸い祭りと筑波<ムエ見「水戸市保和あじさい園筑波ハムエ場見学鉾田メロ
ン試食と1個お土産付き」の日帰りパス旅行を47名の

参加者で実施した。好天に恵まれ好評でした。学・鉾田メロン食と1個お土産
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地区社協(社会福祉協.会)とは
地域住民に最も身近な社協として地域の方々が【自分の地域は

自分だちで良くしていこう】という気持ちで組織された団体です。
困りごとを発見し解決に向けた活動を住民同士で話し合い、取り組
める民間組織として「自主性」と、行政や専門家と対等な立場での
発言や、共同募金をはじめとする福祉のためのお金を有効に地域
で活用出来る組織としての「公共性」という2つの大きな特徴をも
つています。
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地区社協研修会を開催

去る7月20日(金)午後7時より潮田地域ケアプラザ

の多目的ホールで役員対隷に「地区社協」つてなあ

に?をテーマに研修会を行いました.
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